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動力学的な音

一 演奏する身体 と意識への導入

楽の基礎理論

伊 東 乾

あらまし

 ディジタル ・メディアの発達により，音楽を検討する上で，楽譜などに

筆記的に明示された記号表象を用いない，新たな手法が開発されつつある。

本稿ではそれ らを身体営為の側面から捉え，分子生物学以来の生命，意識

へのマテリアリスティクな理解に基づいて，音楽の行為の問題系を 「回帰

的自己受容器」のモデルで理解するための基礎を呈示，紹介する。

0 は じめに

 筆者は1999年 度夏学期より， 日吉の共通科目 「音楽1」 「音楽2」 にお

いて，筆記的分節に依 らない音楽への同時代科学的なアプローチを主眼と

する授業を開講 している。ここでは，J.J.ギ ブソン由来の生態認知科学 ・

アフォーダンス理論， マ トゥラーナとヴァレラによる自己生成(「 オー ト

ポイェシス」)シ ステム理論などの枠組みを呈示 し， 学生にとっても身近

な音，音声および音楽対象を分析，理解 し，旧来の方法では見えなかった

それ らの重要な側面に光を当てることに主眼を置いている。

 西欧近代的な五線による記譜システムに代表される，筆記的な音楽分節

システムに基礎を置 く音楽思考は，必然的，かつ不可避的に，その分節自

体に依拠せざるを得ない。例えば 「音高」「リズム」「メロディ」あるいは

「音色」 といった音楽分節概念は， これらに添う対象を扱う上で極めて有
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効であるが，これら複数に跨 る対象を概念化することは容易ではない。判

りやすい例として，モンゴルや トゥバなどの騎馬民族が伝承する重音唱法

「ホー ミー」 あるいは 「ホーメイ」 などを挙げることができる。 ここには

通常の意味での音高もメロディも， また一語で 「音色」と呼びうるものも

存在していない。これらを，五線の枠組みを基準として還元的に理解 しよ

うとすることには本質的な無理があり，む しろ五線的な判断を基準に，こ

れ らを遅れた音楽，発展途上にある文化 として貶める西欧中心主義的な見

解が，識者を含あた意識の裡をいまだ暗然と支配 しているようにも思われ

る。

 ホーメイの例から敷衍すれば， 「能楽」 か ら現代大衆文化の産物である

「浪速節」 にまで， 日本の伝承音楽の発声， さらには，音声言語として知

覚可能な対象の大半が，実 は既成の分節的西欧近代音楽思考に馴染まない

ものであることが明かである。筆者 とNTTコ ミュニケーション科学基礎

研究所のグループはこれ らにっいて，音声分析の シニュソイダルモデル

(正弦波モデル)を 用いた分析研究を継続中であるが， その見地に照 らせ

ば， 現行の多 くの音響認知心理学研究が， いまだ 「音高」 「リズム」 「音

色」といった，いわば線形分節的なモデル思考に支配されていることに気

づかされる。 このことは音楽研究にあっても同様 と思われる。音楽 のメ

ディア化によって新たにもたらされた，多様な研究対象を， リズム，ある

いは和声や対位法など古典的な音楽思考の分節だけで認識把握，あるいは

分類するのは本質的に不可能である。

 例えば，テクノ ・ミュージックに例を取るなら，ヴォコーダーによって

音声ホルマントだけを与えられた波形包絡の中で音色がリズ ミックに変化

してゆく，といった事例に枚挙のいとまがない。これを能 く記述する旧来

のシステムは存在 しない。 また，先に挙げたホーメイ始め，世界各地の民

族音楽の固有の価値 も，西欧近代的な思考分節とは無関係に評価すべき段

階に，メディア状況が達 していると言 うことができるだろう。広 く世界各

地に分布する口琴音楽，通信手段 としても用いられた トーキング ・ドラム
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などの音(?音 楽)対 象を，新たな観点か ら捉え直すことが可能である。

 日吉の授業では，具体的な考察を優先するためにアフォーダンスやオー

トポイエシスの理論を，その端緒まで遡 って詳説す ることは避けたが， こ

の両者は，自己受容器の外部性，及び知覚のフィー ドバック ・ループによ

る世界像の更新， というおのおの二っの側面から，イギ リスの大脳生理学

者，チャールズ ・シェリントンの議論や，彼が晩年を過 ごした第二次世界

大戦期のメディア ・ファシズムとの関わりを指摘できるものである。シェ

リン トンは神経細胞の接部 にシナプス構造を発見する業績でノーベル医

学 ・生理学賞を受賞 した大脳生理学の泰斗である。以下ではシェリントン

や，彼の思考を受け継いで分子生物学の端緒を開 く業績を残 した物理学者

シュレーディンガーらのナイーヴな動機まで遡行 して音楽を巡る動力学的

な思考の基礎の再確認を試みたい。

1 記憶の二分説

 音楽の問題を身体行為と意識の側面か ら考える上で，私たちは量子力学

の建設者として知 られる， エルヴィン・シュレーディンガーErwin Sch-

roedingerの 意識論を検討することか ら始めたい。(1)晩年のシュレーディ

ンガーは，勃興 しっっあった分子生物学と生物物理学とを架橋するあらた

な唯物論的アプローチを試みている。 「世界はわれわれの感覚，知覚， 記

憶で構成 される」とする彼の見地 は，以下で検討する，より新たなアプ

ローチにも通底するものである。

 シュレーディンガーは， 「意識は生体の学習と連合 していて， 技能の修

得は無意識的である」 としている。(2)例えば詩の暗唱や ピアノの練習など

を考えてみよう。 この場合，同一のフレーズを反復履修 しすることでまず

記憶が形成され，さらにそれを繰 り返 してゆくことで声を出 したり指を動

か したりする動作の反応はより確実なものとなってゆく。このプロセスが

進むとともに，今度は行為の無意識化が徐々に進行 してゆく。この段階に

達すれば，動作の反応に誤 りの可能性が減少するとともに，行為自体は手
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続 きとして固定されてゆく。 この無意識化によって，演奏 とまったく無関

係なことを考えながらも，演奏や朗読は正確に実行することができるよう

になる。

 シュレーディンガーが区別 した 「学習」と 「修得」 とを，記憶の観点か

らよ り明確化 したのが コーエンとスクワイアーによる 「記憶の二分説」

(1980)で ある。(3)ここでは，意識 して覚える記憶を 「宣言的記憶」(あ る

いは陳述的記憶)， 体で覚える記憶を 「手続き的記憶」 と呼んでいる。宣

言的記憶は過去に起 こった出来事，エピソー ドに関する記憶や，言葉や事

実などの意味に関する記憶が含まれる，より健在的な記憶であり，その所

在は大脳皮質，及び海馬とその周辺の皮質とされている。 これに対 して体

で覚える記憶は，体を用いて修得 したかどうかが問題なのではなく，それ

を用いるとき，っまりその記憶を思い出すときに，自ら意識する必要のな

い記憶を指 している。自転車や自動車の運転，あるいは水泳の取得など，

日常的な行為の圧倒的多数はいちいち意識する必要のない記憶，いわば潜

在的な記憶であり，その所在は大脳皮質及び小脳にあると考えられている。

重要な点として， これら双方の記憶ともが，脳によって記憶 されていると

いう共通事項があげられる。意識の有無 あるいは意識の座にその情報が

昇るか否かは，あくまで脳の記憶システムとそのアクションの性質に基づ

いている。

 宣言的記憶を用いる圧倒的多 くの場合，私たちは言語を使用 している。

ゆえに，言語を持たない動物に対 して同様のパ ラダイムを適用する場合は，

それぞれ 「健在的記憶」および 「潜在的記憶」と改める必要がある。霊長

類の場合，これらの記憶はヒトと極めて近い形をとっていると考えられて

いる。

 記憶の二分法は健忘症の臨床知見か ら導き出されたものである。 という

のも，多 くの健忘症者は，いかに物忘れがひどくても，手続 き的記憶を失

う事例はほとんど見 られないからであり，脳損傷者の症例研究から，宣言

的記憶の喚起には海馬とその周辺皮質が必要であることが知 られたのであ
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る。

 もっとも，非宣言的な記憶をすべて 「手続 き的記憶」 とするのには若干

無理があるため， 「宣言的記憶」 と 「非宣言的記憶」 とに分別するほうが

より望ましいとす る考えもある。

 これらの概念装置を用いてシュレーディンガーの事例を再度検討するな

ら，反復履修は行為技能のプロセスを 「健在的記憶」から 「潜在的記憶」

へと転化させる意味合いを持 っていると言える。だが逆に，例えば車の運

転で，周囲の道路状況が急変 した様な場合，行為の意識 による修正の検討

が必要になって来，そのような際，行為 は突然意識の座 に戻って くること

ができる。意識 と学習 とは強 く連合 しており，技能の修得による無意識化

の過程は意識の表層 と密接に関わり合 っている。 シュレーディンガーのた

とえに従えば 「意識とは教師である」。 私たちが日常生活で， ほとんど無

意識に行 っている動作は，幼児にとっては逐一意識 しなくては実行できな

いものであるが，一端行為が 「手続 き的記憶」化すれば，教師である意識

の必要はなくなる。(4)

 ここで， もう一っ重要なことは，記憶が手続 き化 したときには，意識の

座は自由であり，いわば意識が透明化 した状況で行為が進行することが可

能 となるのである。

2 意識の三つの レヴェル

 上の議論では， 「意識」 の語を特段定義せずに用いてきたが， 次に意識

の諸相について簡単にまとめてみることとしたい。(5)

 生理学的な意味での 「意識」 は，一般には三つの レヴェルを区別するこ

とができる。その第一は，単に 「覚醒 している」 というレヴェルである。

動物は一般に覚醒 と睡眠 とのサイクルを繰 り返 しており，覚醒時に行動 し

たり外界か らの刺激を受け取 ったりしている。覚醒 は意識の レヴェルのな

かで最 も基本的なものと言 うことができる。

 これに対 し，第二のレヴェルは 「外界に注意を払 っているレヴェル」で
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ある。知覚には意識が働いていることが前提条件 となるが，環境下にある

大量の情報から意識の座に必要なものを選びとるには，能動的に注意を向

ける必要がある。 この レヴェルも，捕食行動など，動物一般 に広 く見て取

ることができるものである。 これに対 して第三のレヴェルは， 「自らの行

動を自らわかっているレヴェル」自己意識 とよばれるレヴェル，いわば自

己言及的な意識 リカ レンシヴな自己意識 と呼ぶ ことができる。 ジャッ

ク ・ラカンの 「鏡像段階」への気づきは，この第三の自己意識の創発と見

ることができる。チンパ ンジー，オランウータンなどの高等な霊長類には，

このリカレンシヴな自己意識があることが確かめられている。

 またフランシス ・クリックは，行動主義心理学時代の趨勢の相対化の意

味 も含めて，意識の基本的性質を以下のようにまとめている。(6)まず第一

に，脳の働きのすべてが意識に対応するのではないこと，第二に，意識は

ある種の記憶を含んでいて，それはかなり短期的な記憶であること，第三

は，意識は注意 と密接に結びついていること，である。行動主義時代の心

理学にあっては，意識や心 は科学的研究の対象とは認あ られていなかった。

心理学が客観的科学的手法に訴えようとする上で，意識の問題が本格的に

取 り上げられるようになったのは，認知脳科学としてのパラダイムが確立

されて以降のことと言わねばな らない。苧坂直行は，意識研究の分野とし

て知覚，記憶，プランニング，睡眠などをあげているが，(7)これはそのま

ま認知脳科学の主要な探求課題と一致するものである。とりわけ自己認識

する回帰的なな自己意識を考える上では，自分のしている行為に関 して，

以下の三つの場合を区別 して考える必要がある。第一は知覚であり，感覚

情報を入力 している場合である。第二は運動であり，筋肉を動かすための

指令を出力 している状態である。 もっとも，筋肉の単純な運動は，脳の介

在がなくて も起 こるものなので，「無意識」下であっても運動は生起する。

ただ し，体を動かす と，それに伴 う固有感覚が生 じるので，運動で働 く意

識は，知覚で働 く意識 と独立なわけではない。第三 は，脳の内部状態，す

なわち思考，意志，情動などに関係する， もっとも複雑な レヴェルである。
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哲学に於けるコネクショニズムが，素朴哲学の用語を廃 してこの レヴェル

のニューラルなプロセスによって哲学を記述 し直そうとするように，多 く

の学問，芸術分野を脳科学 と対応させるたあには， この領域の知見の深化

が極めて重要であると言えるだろう。

3 「意識」と 「無意識」の位置づけ

 フロイ トSiegmund FREUD派 の精神分析は， 無意識を抑圧されて思

い出すことができない心の深層 として定義 し，行動主義心理学 は無意識は

存在 しないと主張 した。(8)これ ら各々の立場か らは，膨大な先行研究があ

るものの， ここでは認知脳科学の観点から，無意識下でも取 り出すことが

できる記憶が存在する，そのような領域 として無意識を位置づけることと

する。

 意識の位置づけはまた， 自己意識，あるいは自我の位置づけと同一の問

題を扱っている。よく知 られているように，デカル トは自己の在処を身体

の内部，実際には視床の松果体に位置づけ，機械論的に運動する身体に対

して， それを認識する主体を切断する二元論を主張 した(Cartesian cut

デカル トの切断， と呼ばれる)。 また多 くの脳神経生理学的な意識研究の

パラダイムも，二元論をとるか否かに関わ らず，脳を含む身体内部のプロ

セスに自己意識の在処をもとめている。フランシス ・クリックの唯物論的

な 「驚 くべき仮説Astonishing Hypothesis」 もまた， これ と矛盾する

ものではない。 これに対 して， 次章で触れるJ.J.ギ ブソンは自己の在処

は身体の内部にはな く，情報や意味は身体の外，環境世界に潜在 し，それ

らは行為をつうじて個体によって ピックアップされてゆくとす る生態認知

科学を主張 した。(9)第三の視点 は， とりわけ1990年 代以降顕著にな った

考え方である，自己意識の 「在処」を確定するのではなく，身体 と環境世

界との相互作用，とりわけ知覚系の非線形フィー ドバ ックループとしての

「自己」，情報と認知の現象としての 「自己」の捉え方である，筆者はこの

視点か ら第一，第二の視点か ら得 られた知見を援用 しっっ，以下の本稿に
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於 い ては動力学 的な システ ムとして音楽 の行 為 と環境 の定位 を第三の立場，

すなわちチ ャールズ ・シェ リン トンSir Charles Sherringtonに そ の起

源 を もっ， 内部性 と外部性 を ともに考慮 しっつ知覚 的 に循環 す るフィー ド

バ ックループ として自己意識 とい う立場 を とることとる。

           内部 に切断      デカル ト

セルフの座 身体の   内外 をフィー ドバック (シ ェリントンに起源)

           外部 に潜在      ギ ブソン

         図3-Z 自己受容器の三つの可能性

 シェリントンは物質的なエネルギーとは明確に正確を異 にする精神的な

事象，知覚事象を物理的存在 と区別するために二元論的なスタンスをとっ

ていたが，それに至るまでの物質的な脳神経機構の裏付 けに関しては極め

て慎重な議論を重ねている。(10)

 単一の細胞であっても，それは絶え間ない物質の循環 によって活動が保

証 されているように， ヒトの脳 もまた固定的，定常的な存在ではなく，常

に動的なプロセスによって支えら得ている。そ して，そのような物質の活

動 と精神活動とが脳という場所で共時的に出会 うことは確かであろう。

1900年 にシェリントンは筋肉， 腱および関節の 「感覚性」 受容器が運動

に結びっいた感覚，特に肢節のそれぞれの位置の知覚および身体に対する

四肢のそれぞれの位置の知覚のために役立っことを示 した。「自己受容器

receptor」 ということばはシェリントンがこの感覚のために工夫 した言葉

である。「その本性における人間Man on his nature」 の中でシェリント

ンは提起 している。(11)

 「我々の二っの概念， すなわち， 知覚 され得 る空間 ・時間 ・エネルギー

と知覚され得ず空間的時間的に広がることのない精神には，何 らかの結び

っきがあるようだが，どうしてそのように結びつき得るのかということに

関 しては，理論的には何 も言えない。実際の生命 は， この二っは結びっい
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ているものとみな して，その仮定 に従って次々と遭遇する状況に対応 して

いるが，この二っがどのようにむすびついていうるのかという根本的なジ

レンマに対する答えは何も得られない」「「行動する私』は，自分自身を観

察するのに，いくらか不利な立場にあると思われるが，もし，この 『行動

する私』が，自分はその運動の 『原因」であると考える代わ りに，単純に，

自分はその運動と結びついているもの，すなわち一つの出来事の一部であ

ると見なすならば，この状況における見かけ上の不一致は消滅するだろう。

この場合(精 神 と物質の)相 互作用 を求める必要 はなくなるのである。」

「この運動を意識的運動 とよぶことができる。 自覚 はその一部である。 も

し意志に基づ く運動という表現も，意志がその運動の原因であるのではな

く，意志を伴う運動としてな ら，そのように呼ぶことが可能である。」(12)

 端的な形で，シェリントンは以下のような図式を提出 している。(13)

surround  F  body 2 mind

図3-2 シ ェリントンの回帰的自己受容器

 シェリントンは大脳生理学の領域を限定するたあに，二元論的切断を

もって神経細胞やその回路網の運動と精神活動とをいったん切 り離 した後

に，運動 してあるものとしての物質的脳を，そして自己意識に至るまでを

動的な行為のプロセスとして捉えることで，二元論の見かけ上の難点を回

避 しようとしたと考えられる。このような彼の視座は，さらには回帰的な

自己意識の特異性と，それが必然的に求める倫理的な問題とを直ちに論 じ

ている意識現象が行為として立ち現れる視座を確認 した上で，っぎに演奏

の身体 と意識状況 とが不可分に関わり合 う詳細を，具体的に検討 してみた

いo
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4 一 つの事例， ピア ノを演奏 する ということ

 器 楽 演奏 の身体 を行為 の科学 に検証 して動力学的 な音楽 システム として

捉 え直 すため に，一つの具体例 として ピア ノの演 奏 法 を 検 討 して み た

い。(14)1709年 の ク リス トフォ リによる ピアノフ ォルテの発 明直後か ら，

C.P. E.バ ッハ を初 あとす る多 くの音楽家が ピアノ奏法 に関 する文献 が

残 って い る。 いわ ゆ る古典派 期，ハ イ ドン， モー ッ ァル トか らベー トー

ヴェ ンの活動期 に ピアノ音楽 の文献 は著 しく充実 し， それと対応す るのよ

うに19世 紀 はじめには クレメンテ ィ， カル クブ レンナー， チェルニー ら

による ピアノ演奏法 の体系化が なされた。 これ ら初期 の ピアノ奏法 が， お

しなべ て指 のテクニ ックの訓練 をそのカ リキュ ラムの特徴 としてい ること

に注意 しておきたい。 こ うした 「古典派的」 な ピアノ奏法 と明確 な一線 を

画 すのは， フレデ リック ・シ ョパ ンに始 まる ピアノ奏法 であろ う。殆 ど独

学 で ピアノ奏法 を学 んだシ ョパ ンは，上述 のよ うな指 のメカニ ックの大家

の教 えを受 ける ことな く， 自 らの ピアニズムを確立 した もの と思われ る。

ショパ ンの音楽 は一般 に 「ロマ ン派」 の音楽 の典型 とされ るが， 身体技 法

の面 か らみる とき， ショパ ンの ピアニズムは ロマ ン的な心情 の吐露 あ る

いは主体 の内面表現 とい った規定 とはかな り異 な った性格 を持 ってい るこ

とを指摘 して於 かねばな らないだろ う。指 のテ クニ ックを強調 す るピアニ

ズムは， ともすれば手指 の運動 自体 を問題 として， その結果 出 され る音 や，

その音 を聴 くとい う段階 をないが しろにする場合 す ら見受 け られ る。 これ

に対 して， シ ョパ ン以降 の ピア ノ音楽 のテ クニ ックは，打鍵 の結 果出 され

た音 を(た とえそれ と意識 せず とも)極 めて注意深 く聴 きとり， その結 果

発音 された音 を連続 してゆ くことで， ニ ュア ンス， もしくは フ レー ジング

とい った様 々な音楽 の自由度 を獲得 してゆ くところに最大 の特徴があ る。

だが， ピァ ノのア クションを考 えれば明確 な ことであ るが， ピアノの発音

機構 は各 々独立 した鍵盤 と打鍵 システムが，各 々独立 して張 られた弦を叩

くとい うことだけで構成 されてい る。 そ して， その打鍵 のための 自由度 は，
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鍵盤の深 さ約10ミ リをいかなる速度，いかなる運動量をもって圧すかだ

けに限 られており，それらがレガー トやスタカー トなど様々なニュァンス

やフレージング，音楽的なディナー ミクやアゴーギグを獲得 してゆくのは，

ひとえにこれらの自由度と，それらの時間的配分による構成だけに依 って

いるのである。 この事実 と，先の聴覚の諸特性， とりわけ痕跡理論や音脈

形成，群化といった非線形特性とは，極めて深い関係がある。 というより，

両者は同 じ 「聴 こえ」 という行為=現 象を別の角度から捉えたものという

べきである。 ピアノに限 らず，一般の楽器への習熟， もっと言 うなら技能

修復全般は，意識の座である前頭葉連合野を全面的にしめることなく運動

が遂行されることを目的としている。 ピアノの演奏に於いても，意識が運

動といかに関わり，また関わらないかが極あて重要になるのである。つま

り，動作としての器楽的な習熟はもっぱら前頭葉運動野によって制御され，

意識のレヴェルか らは透明化することが重要とされる。意識が 「指遣い」

「タッチ」といった個々の運動のレヴェルに直結することはなるべ く避け

られる。というよりも意識のような限定的な情報処理によらず，より後半

で繊細な運動制御の知覚ループが同時並行的に進行することが， きわめて

重要であるというべきだろう。

5 とりあえずのまとめ

 ピアノ演奏に関する詳細な研究は現在進行中のものであり，並行 してソ

ルフェージュ，及び指揮の身体技法を含む体系を筆者 らは模索 している。

これらが， ジャンルや旧来の分類を越えて，多様な音対象に有効に当ては

まり，新たな創意に資するものとなることが重要であり，講義にあっても

そのことをもっとも強調 している。新 しい世紀の双方向的コ ミュニケー

ションにあっては，あらゆる情報化過程にあって私たちはメディア表現者

であることを陰に陽に求められるであろう。そこで現実に有用な道具的知

を確立することこそ，時代が私たちに要請する急務であると思われる。斯

くあるべき新たなアーッ&サ イエンシスに微力なが ら貢献 したいと考える
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次 第 で ある。

注

(1)以 下 の 議 論 は，E. Schroedinger“What is life?”， Cambridge University

 Press，1944 岡 小 天 ， 鎮 目恭 夫 訳 「生 命 とは何 か 物 理 的 に見 た生 細 胞 」 岩

 波 書 店 1962(以 下 シ ュ レー デ ィ ン ガ ー1944と 略 記)及 びE.Schroedinger

 “Mind and Matter”Cambridge University Press，1958中 村 量 空 訳 「精 神 と

 物 質 」 工 作 者1987(以 下 シ ュ レー デ ィ ンガ ー1958と 略 記)に よ って い る。 ま

 た酒 井 邦 嘉 「心 に い どむ 認 知 科 学 一 記 憶 と意 識 の 統 一 論 」 岩 波 書 店1997の 記

 述 を 参 考 に した。

(2)シ ュ レー デ ィ ンガ ー1958P.15

(3) N.J. Cohen&L. R. Squire Science 210， p.2071980

(4)よ り詳 し くは， 山 鳥 重 「記 憶 障 害 か ら見 た記 憶 の メ カ ニ ズ ム 遠 隔 記 憶 の

 神 経 構 造 」 下 條 信 輔 ， 宮 下 保 司 編 「脳 か ら心 へ 」 岩 波 書 店 1995p.185一 を参

 照 。

(5)以 下 の 分 類 は苧 坂 直 行 「意 識 と は何 か 」 岩 波 書 店 1996p. is一 に よ って い

 る。

(6)ク リ ック，F.中 原 英 臣+佐 川 峻 訳 「驚 異 の仮 説 一DNAに 魂 は あ る か」

 講 談 社1994p.29

(7)苧 坂 ， 前 掲 書p.29

(8)こ の議 論 に関 す る詳 細 は追 っ て5章 で も触 れ る。 詳 し くは腰 原 英 利 「意 識 を

 つ くる脳 」 東 京 大 学 出 版 会1997p.133一 を 参 照。

(9)J.J.ギ ブ ソ ン， 前 掲 書 を参 照 の こと。

(1① シ ナ プ ス の発 見 者 で あ る シ ェ リ ン トンを， 高 弟 で あ る エ ック ル ズが 自身 の観

 点 で あ る有 神 論 的 文 脈 に引 き込 も うとす る様 子 がJ.C.エ ック ル ズ， W. C.ギ

 ブ ソ ン編 大 野 忠 雄 訳 「シ ェ リ ン トンの生 涯 と思 想 」 産 業 図 書1987の 随 所(例

 え ばP.216な ど)に 見 て取 れ る。

(1D Sir C. Sherrington“Man on his Nature”Penguin Books UK l940(以 下

 シ ェ リ ン ト ン1940と 略 記)

(12) シ ェ リ ン ト ン1940pp.253

(13) シ ェ リ ン ト ン1940pp.258

(凶 山 岸 麗 子 「あ た まで 弾 く ピ ア ノ 心 を 表 現 す る手 段 」 音 楽 之 友 社1986p.23

 以 下 を参 照 。 同 書 に は， 大 脳 生 理 学 的 な見 地 か らみ た 「手 」 の動 きの 問 題 と ソ
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ル フェージュや弛緩の問題が丁寧に扱われており， その観点からライマー +

ギーゼキングやッィーグラーの弛緩 との関係が詳述されている。


